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し
ま
し
た
。
生
き
残
り
全
員
百
人
が
見
守
る
な
か
日
本
軍

の
武
器
、
弾
薬
一
切
を
積
み
込
み
海
上
で
投
棄
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
十
五
日
ぐ
ら
い
し
て
生
き
残
り
の
兵
隊
全
員
を

米
艦
に
乗
せ
て
身
体
検
査
を
し
て
、
労
働
に
堪
え
得
る
か

ど
う
か
を
見
た
と
こ
ろ
、
一
人
と
し
て
労
働
に
堪
え
ら
れ

る
者
無
し
と
判
定
さ
れ
日
本
に
直
行
帰
国
と
な
り
ま
し
た
。

労
働
に
堪
え
ら
れ
る
と
判
定
さ
れ
た
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ

ニ
ラ
で
労
働
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。 

昭
和
二
十
年
十
一
月
二
日
、
浦
賀
港
に
到
着
し
ま
し
た
。

二
日
間
浦
賀
で
休
ん
で
我
が
家
に
帰
っ
た
の
は
約
三
年
振

り
の
昭
和
二
十
年
十
一
月
四
日
で
し
た
。
留
守
家
族
は
皆

無
事
で
し
た
が
長
男
に
戦
死
の
通
知
が
あ
り
残
念
で
し
た
。 

私
は
軍
人
恩
給
は
僅
か
三
カ
月
不
足
で
も
ら
え
ま
せ
ん
。

も
し
マ
ニ
ラ
で
労
役
に
服
し
て
い
た
ら
と
思
う
こ
と
と
も

あ
り
ま
す
が
果
た
し
て
無
事
に
マ
ニ
ラ
か
ら
帰
れ
た
か
？

と
思
う
と
あ
き
ら
め
が
つ
き
ま
す
。
山
形
県
出
身
の
兵
隊

で
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
生
還
し
た
の
は
僅
か
五
人
だ
け
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
戦
友
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

海
上
機
動
第
二
旅
団
第
二
大
隊
・
行
動
概
要 

佐
賀
県 

 

織 

田 
 

 

武 
 

 

 

私
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
二
月
、
広
島
で
生
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
十
日
、

現
役
兵
と
し
て
歩
兵
第
四
十
八
連
隊
補
充
隊
に
入
隊
、
久

留
米
で
初
年
兵
教
育
を
受
け
た
後
、
四
月
二
十
二
日
門
司

港
を
出
航
、
翌
二
十
三
日
釜
山
に
上
陸
、
二
十
七
日
鮮
満

国
境
を
通
過
、
歩
兵
第
四
十
八
連
隊
第
九
中
隊
（
剣
第
八

七
〇
七
部
隊
）
に
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
、
二
十
八
日
、
東
寧

県
城
子
溝
に
着
き
ま
し
た
。 

か
く
し
て
入
隊
よ
り
六
カ
月
、
七
月
十
日
に
一
等
兵
と

な
り
、
下
士
官
候
補
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年

は
一
月
に
上
等
兵
、
七
月
に
兵
長
と
な
り
、
十
二
月
に
は

伍
長
と
な
り
、
昭
和
十
九
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

当
時
、
大
本
営
は
北
方
進
攻
作
戦
（
対
ソ
戦
）
を
中
止

し
て
南
方
作
戦
（
対
英
米
戦
）
に
方
針
を
変
更
し
、
関
東

軍
に
は
専
守
防
衛
態
勢
を
と
ら
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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で
す
か
ら
大
東
亜
戦
争
開
始
直
前
の
南
方
軍
戦
闘
序
列
に
、

関
東
軍
か
ら
戦
車
、
砲
兵
、
航
空
な
ど
の
各
部
隊
を
編
入

し
ま
し
た
が
、
進
攻
第
一
段
作
戦
が
順
調
に
終
了
す
る
と

共
に
、
主
力
は
関
東
軍
に
復
帰
し
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
、
戦
局
の
推
移
に
伴
い
、
昭
和
十
九
年
に
入
り

ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
関
東
軍
の
抽
出
・
転
用
が

相
次
ぎ
、
師
団
転
用
も
次
々
と
実
行
さ
れ
、
太
平
洋
島
嶼
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
、
沖
縄
、
台
湾
な
ど
に
転
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

一
方
、
米
軍
の
海
兵
隊
に
当
た
る
部
隊
と
し
て
、
昭
和

十
八
年
我
が
国
で
初
め
て
海
上
機
動
旅
団
の
編
成
が
行
わ

れ
、
こ
れ
ら
の
編
成
に
も
、
主
と
し
て
満
州
独
立
守
備
隊

か
ら
抽
出
さ
れ
た
部
隊
が
編
成
に
加
わ
り
ま
し
た
。
当
時

編
成
さ
れ
た
海
上
機
動
旅
団
に
は
次
の
四
つ
が
あ
り
ま
す
。 

第
一
旅
団
（
駆
・
カ
ケ
ル
）、
第
二
旅
団
（
巡
・
メ
グ
ル
）、 

第
三
旅
団
（
轟
・
ト
ド
ロ
キ
）、
第
四
旅
団
（
擁
・
ハ
ラ

ウ
） の

四
個
旅
団
で
す
。 

そ
し
て
第
一
及
び
第
二
旅
団
は
南
方
作
戦
、
第
三
及
び

第
四
は
北
方
作
戦
に
編
成
整
備
さ
れ
、
舟
艇
に
よ
る
敵
前

上
陸
、
逆
上
陸
ま
た
は
海
軍
艦
艇
に
よ
り
勝
敗
正
に
別
れ

ん
と
す
る
機
に
、
全
軍
の
捨
て
石
と
し
て
投
ぜ
ら
れ
る
等

が
主
た
る
任
務
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

私
が
昭
和
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
転
属
し
た
海
上
機

動
第
二
旅
団
は
、
三
月
十
九
日
、
満
州
遼
陽
に
お
い
て
編

成
に
着
手
、
三
月
三
十
一
日
に
編
成
が
完
結
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
部
隊
の
抽
出
・
編
成
状
況
を
見
ま
す
と
次
の
よ

う
で
、
前
記
の
よ
う
に
満
州
部
隊
の
転
用
を
主
と
し
て
満

州
で
編
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
戦
域
に
投
入
、
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。 

㈠ 

第
一
旅
団 

満
州
第
三
独
立
守
備
隊
の
う
ち
第
十

一
大
隊(

昂
々
渓)

、
第
十
五
大
隊(

礼
蘭
屯)

第
十
六

大
隊(

白
城
子)

の
三
個
大
隊
が
満
州
に
お
い
て
編
成

さ
れ
、
昭
和
十
九
年
一
月
四
日
、
太
平
洋
上
マ
ー
シ

ャ
ル
諸
島
の
ク
ェ
ゼ
リ
ン
島
に
上
陸
、
二
月
一
日
米

軍
上
陸
に
よ
り
同
八
日
玉
砕
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

㈡ 

第
二
旅
団
は
第
五
独
か
ら
第
二
十
七
大
隊
（
一
面

坂
）
第
二
十
九
大
隊
（
ハ
ル
ピ
ン
）
第
三
十
大
隊
（
ハ
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し
ま
し
た
。
生
き
残
り
全
員
百
人
が
見
守
る
な
か
日
本
軍

の
武
器
、
弾
薬
一
切
を
積
み
込
み
海
上
で
投
棄
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
十
五
日
ぐ
ら
い
し
て
生
き
残
り
の
兵
隊
全
員
を

米
艦
に
乗
せ
て
身
体
検
査
を
し
て
、
労
働
に
堪
え
得
る
か

ど
う
か
を
見
た
と
こ
ろ
、
一
人
と
し
て
労
働
に
堪
え
ら
れ

る
者
無
し
と
判
定
さ
れ
日
本
に
直
行
帰
国
と
な
り
ま
し
た
。

労
働
に
堪
え
ら
れ
る
と
判
定
さ
れ
た
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ

ニ
ラ
で
労
働
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
し
た
。 

昭
和
二
十
年
十
一
月
二
日
、
浦
賀
港
に
到
着
し
ま
し
た
。

二
日
間
浦
賀
で
休
ん
で
我
が
家
に
帰
っ
た
の
は
約
三
年
振

り
の
昭
和
二
十
年
十
一
月
四
日
で
し
た
。
留
守
家
族
は
皆

無
事
で
し
た
が
長
男
に
戦
死
の
通
知
が
あ
り
残
念
で
し
た
。 

私
は
軍
人
恩
給
は
僅
か
三
カ
月
不
足
で
も
ら
え
ま
せ
ん
。

も
し
マ
ニ
ラ
で
労
役
に
服
し
て
い
た
ら
と
思
う
こ
と
と
も

あ
り
ま
す
が
果
た
し
て
無
事
に
マ
ニ
ラ
か
ら
帰
れ
た
か
？

と
思
う
と
あ
き
ら
め
が
つ
き
ま
す
。
山
形
県
出
身
の
兵
隊

で
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
生
還
し
た
の
は
僅
か
五
人
だ
け
と

聞
い
て
お
り
ま
す
。
で
す
か
ら
戦
友
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

海
上
機
動
第
二
旅
団
第
二
大
隊
・
行
動
概
要 

佐
賀
県 

 

織 
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武 
 

 

 

私
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
二
月
、
広
島
で
生
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
十
日
、

現
役
兵
と
し
て
歩
兵
第
四
十
八
連
隊
補
充
隊
に
入
隊
、
久

留
米
で
初
年
兵
教
育
を
受
け
た
後
、
四
月
二
十
二
日
門
司

港
を
出
航
、
翌
二
十
三
日
釜
山
に
上
陸
、
二
十
七
日
鮮
満

国
境
を
通
過
、
歩
兵
第
四
十
八
連
隊
第
九
中
隊
（
剣
第
八

七
〇
七
部
隊
）
に
転
属
を
命
ぜ
ら
れ
、
二
十
八
日
、
東
寧

県
城
子
溝
に
着
き
ま
し
た
。 

か
く
し
て
入
隊
よ
り
六
カ
月
、
七
月
十
日
に
一
等
兵
と

な
り
、
下
士
官
候
補
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年

は
一
月
に
上
等
兵
、
七
月
に
兵
長
と
な
り
、
十
二
月
に
は

伍
長
と
な
り
、
昭
和
十
九
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

当
時
、
大
本
営
は
北
方
進
攻
作
戦
（
対
ソ
戦
）
を
中
止

し
て
南
方
作
戦
（
対
英
米
戦
）
に
方
針
を
変
更
し
、
関
東

軍
に
は
専
守
防
衛
態
勢
を
と
ら
せ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
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で
す
か
ら
大
東
亜
戦
争
開
始
直
前
の
南
方
軍
戦
闘
序
列
に
、

関
東
軍
か
ら
戦
車
、
砲
兵
、
航
空
な
ど
の
各
部
隊
を
編
入

し
ま
し
た
が
、
進
攻
第
一
段
作
戦
が
順
調
に
終
了
す
る
と

共
に
、
主
力
は
関
東
軍
に
復
帰
し
て
お
り
ま
す
。 

し
か
し
、
戦
局
の
推
移
に
伴
い
、
昭
和
十
九
年
に
入
り

ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
に
増
し
て
関
東
軍
の
抽
出
・
転
用
が

相
次
ぎ
、
師
団
転
用
も
次
々
と
実
行
さ
れ
、
太
平
洋
島
嶼
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
諸
島
、
沖
縄
、
台
湾
な
ど
に
転
用
さ
れ
て
い

ま
し
た
。 

一
方
、
米
軍
の
海
兵
隊
に
当
た
る
部
隊
と
し
て
、
昭
和

十
八
年
我
が
国
で
初
め
て
海
上
機
動
旅
団
の
編
成
が
行
わ

れ
、
こ
れ
ら
の
編
成
に
も
、
主
と
し
て
満
州
独
立
守
備
隊

か
ら
抽
出
さ
れ
た
部
隊
が
編
成
に
加
わ
り
ま
し
た
。
当
時

編
成
さ
れ
た
海
上
機
動
旅
団
に
は
次
の
四
つ
が
あ
り
ま
す
。 

第
一
旅
団
（
駆
・
カ
ケ
ル
）、
第
二
旅
団
（
巡
・
メ
グ
ル
）、 

第
三
旅
団
（
轟
・
ト
ド
ロ
キ
）、
第
四
旅
団
（
擁
・
ハ
ラ

ウ
） の

四
個
旅
団
で
す
。 

そ
し
て
第
一
及
び
第
二
旅
団
は
南
方
作
戦
、
第
三
及
び

第
四
は
北
方
作
戦
に
編
成
整
備
さ
れ
、
舟
艇
に
よ
る
敵
前

上
陸
、
逆
上
陸
ま
た
は
海
軍
艦
艇
に
よ
り
勝
敗
正
に
別
れ

ん
と
す
る
機
に
、
全
軍
の
捨
て
石
と
し
て
投
ぜ
ら
れ
る
等

が
主
た
る
任
務
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

私
が
昭
和
十
九
年
三
月
三
十
一
日
に
転
属
し
た
海
上
機

動
第
二
旅
団
は
、
三
月
十
九
日
、
満
州
遼
陽
に
お
い
て
編

成
に
着
手
、
三
月
三
十
一
日
に
編
成
が
完
結
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
部
隊
の
抽
出
・
編
成
状
況
を
見
ま
す
と
次
の
よ

う
で
、
前
記
の
よ
う
に
満
州
部
隊
の
転
用
を
主
と
し
て
満

州
で
編
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
戦
域
に
投
入
、
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。 

㈠ 

第
一
旅
団 

満
州
第
三
独
立
守
備
隊
の
う
ち
第
十

一
大
隊(

昂
々
渓)

、
第
十
五
大
隊(

礼
蘭
屯)

第
十
六

大
隊(

白
城
子)

の
三
個
大
隊
が
満
州
に
お
い
て
編
成

さ
れ
、
昭
和
十
九
年
一
月
四
日
、
太
平
洋
上
マ
ー
シ

ャ
ル
諸
島
の
ク
ェ
ゼ
リ
ン
島
に
上
陸
、
二
月
一
日
米

軍
上
陸
に
よ
り
同
八
日
玉
砕
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

㈡ 
第
二
旅
団
は
第
五
独
か
ら
第
二
十
七
大
隊
（
一
面

坂
）
第
二
十
九
大
隊
（
ハ
ル
ピ
ン
）
第
三
十
大
隊
（
ハ
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ル
ピ
ン
）
の
三
個
大
隊
を
歩
兵
部
隊
の
主
力
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
呼
称
さ
れ
た
。 

 
 

独
歩
第
二
十
七
大
隊
（
第
三
三
八
部
隊
） 

 

…
巡
第
三
一
八
一
部
隊 

 
 

独
歩
第
二
十
九
大
隊
（
第
四
九
部
隊
） 

 

…
巡
第
三
一
八
二
部
隊 

 
 

独
歩
第
三
十
大
隊
（
第
八
二
二
部
隊
） 

 

…
巡
第
三
一
八
三
部
隊 

㈢ 

第
三
旅
団 

第
二
独
歩
の
う
ち
第
七
大
隊
（
吉
林
）
、

第
八
大
隊
（
敦
化
）、
第
九
大
隊
（
名
月
溝
）
の
三
個

大
隊
が
昭
和
十
七
年
四
月
、「
ア
ッ
ツ
」
及
び
「
キ
ス

カ
」
二
島
に
派
遣
さ
れ
た
山
崎
部
隊
に
加
わ
り
、
初

め
て
の
玉
砕
と
な
り
、
昭
和
十
九
年
三
月
二
十
六
日

占
守
島
に
お
い
て
再
編
さ
れ
、
同
二
十
年
五
月
二
十

三
日
鹿
児
島
県
山
川
港
に
お
い
て
独
立
混
成
第
一
二

五
師
団
隷
下
に
入
り
終
戦
を
迎
え
る
。 

㈣ 

第
四
旅
団 

昭
和
十
九
年
三
月
五
日
、
北
海
道
旭

川
に
お
い
て
編
成
さ
れ
根
室
、
埼
玉
県
杉
戸
を
経
て

八
月
十
五
日
の
終
戦
を
迎
え
た
。 

こ
の
よ
う
に
満
鉄
の
守
備
に
任
じ
た
独
立
守
備
隊
は
第

十
大
隊
の
一
個
大
隊
が
最
後
ま
で
関
東
軍
の
直
轄
部
隊
と

し
て
残
っ
た
の
み
で
、
そ
の
終
焉
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
海
上
機
動
第
二
旅
団
は
誕
生
し
ま
し

た
が
、
昭
和
十
九
年
三
月
、
独
歩
第
二
十
九
大
隊
、
同
二

十
七
大
隊
、
同
三
十
大
隊
と
と
も
に
軍
令
陸
甲
第
一
〇
六

号
に
よ
り
松
尾
常
吉
陸
軍
中
佐
を
大
隊
長
と
し
て
海
上
機

動
第
二
旅
団
機
動
第
二
大
隊
が
現
地
で
編
成
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
人
員
編
成
は
独
歩
第
二
十
九
が
全
体
の
四
六
・

四
％
を
占
め
、
全
体
と
し
て
大
隊
本
部
百
三
人
、
第
一
中

隊
百
九
十
七
人
、
第
二
中
隊
百
九
十
七
人
、
第
三
中
隊
百

九
十
七
人
、
迫
撃
砲
中
隊
百
五
十
五
人
、
砲
兵
中
隊
百
二

十
一
人
、
作
業
小
隊
六
十
六
人
、
合
計
千
三
十
六
人
で
し

た
。 ま

た
装
備
に
つ
い
て
は
、
重
擲
三
十
七
、
軽
機
三
十
六
、

曲
射
砲
（
九
七
式
）、
歩
兵
砲
二
十
一
、
軽
迫
三
、
速
射
砲

二
、
山
砲
（
四
一
式
）
三
が
各
大
隊
の
装
備
で
も
あ
り
ま

し
た
。 

ほ
か
に
機
関
砲
隊
（
高
射
機
関
砲
六
）
七
十
六
人
、
戦
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車
隊
（
軽
戦
車
九
）
六
十
六
人
、
工
兵
隊
（
四
個
小
隊
、

一
器
材
分
隊
）
二
百
四
十
三
人
、
通
信
隊
（
二
個
中
隊
）

百
三
十
九
人
、
輸
送
隊
（
輸
送
中
隊
四
個
・
護
衛
中
隊
一

個
・
材
料
廠
一
個
・
特
大
艇
十
・
大
発
百
五
十
・
駆
逐
艇

十
・
Ｓ
Ｓ
艇
三
）
千
五
百
三
十
九
人
、
衛
生
隊
百
九
十
人
。 

昭
和
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
編
成
を
終
わ
っ
た
海
上

機
動
第
二
旅
団
は
、
四
月
三
日
に
ハ
ル
ピ
ン
出
発
、
翌
日

関
東
州
を
通
過
し
四
月
十
二
日
に
大
連
港
を
出
航
し
ま
し

た
。 こ

の
よ
う
に
旅
団
が
編
成
完
結
さ
れ
て
四
月
十
二
日
に

大
連
出
港
ま
で
の
期
間
に
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
敵

前
上
陸
の
訓
練
で
さ
え
単
に
木
材
を
筏
大
に
組
合
わ
せ
た

平
面
状
の
宙
吊
り
板
を
、
波
浪
上
の
船
底
と
み
な
し
て
降

下
す
る
と
い
う
程
度
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。 

し
か
し
こ
の
編
成
上
最
大
の
課
題
は
、
輸
送
隊
の
編
成

に
あ
っ
た
の
で
す
。
輸
送
隊
長
は
編
成
命
令
を
北
支
で
受

け
、
台
湾
台
南
に
赴
任
し
て
、
在
満
か
ら
の
優
秀
部
隊
と

言
わ
れ
た
要
員
の
到
着
を
待
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
船
団

は
海
中
に
没
し
、
そ
れ
が
た
め
現
地
兵
の
召
集
に
依
存
す

る
こ
と
と
な
り
、
た
め
に
編
成
は
遅
延
し
、
よ
う
や
く
五

月
二
十
八
日
に
出
発
し
て
旅
団
を
追
及
す
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。 

そ
の
時
に
「
青
葉
山
丸
」
に
乗
船
の
旅
団
主
力
は
、
既

に
比
島
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
に
揚
陸
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
上

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
受
領
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
舟
艇
は

一
隻
す
ら
無
い
輸
送
隊
で
、
ま
た
、
そ
の
装
備
は
小
銃
百

七
十
二
挺
、
小
銃
弾
五
千
八
百
二
十
発
の
み
が
支
給
さ
れ

た
と
い
う
驚
く
べ
き
編
成
状
態
で
し
た
。 

と
も
か
く
も
、
昭
和
十
九
年
四
月
十
二
日
、
青
葉
山
丸

に
乗
船
、
大
連
を
出
航
、
二
十
八
日
台
湾
高
雄
に
入
港
、

五
月
五
日
マ
ニ
ラ
に
寄
港
し
て
五
月
八
日
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島

の
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
に
上
陸
し
ま
し
た
。 

大
連
で
乗
船
し
た
「
青
葉
山
丸
」
は
、
一
万
余
ト
ン
の

貨
物
船
で
し
た
が
、
四
千
人
余
の
兵
士
が
乗
船
す
る
た
め

船
倉
は
数
段
に
仕
切
ら
れ
、
俗
に
い
う
蚕
棚
で
、
一
人
が

よ
う
や
く
横
に
な
れ
る
ほ
ど
の
場
所
を
確
保
で
き
る
程
度

で
し
た
。 

行
く
先
に
つ
い
て
旅
団
長
の
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
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ル
ピ
ン
）
の
三
個
大
隊
を
歩
兵
部
隊
の
主
力
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
呼
称
さ
れ
た
。 

 
 

独
歩
第
二
十
七
大
隊
（
第
三
三
八
部
隊
） 

 

…
巡
第
三
一
八
一
部
隊 

 
 

独
歩
第
二
十
九
大
隊
（
第
四
九
部
隊
） 

 

…
巡
第
三
一
八
二
部
隊 

 
 

独
歩
第
三
十
大
隊
（
第
八
二
二
部
隊
） 

 

…
巡
第
三
一
八
三
部
隊 

㈢ 

第
三
旅
団 

第
二
独
歩
の
う
ち
第
七
大
隊
（
吉
林
）
、

第
八
大
隊
（
敦
化
）、
第
九
大
隊
（
名
月
溝
）
の
三
個

大
隊
が
昭
和
十
七
年
四
月
、「
ア
ッ
ツ
」
及
び
「
キ
ス

カ
」
二
島
に
派
遣
さ
れ
た
山
崎
部
隊
に
加
わ
り
、
初

め
て
の
玉
砕
と
な
り
、
昭
和
十
九
年
三
月
二
十
六
日

占
守
島
に
お
い
て
再
編
さ
れ
、
同
二
十
年
五
月
二
十

三
日
鹿
児
島
県
山
川
港
に
お
い
て
独
立
混
成
第
一
二

五
師
団
隷
下
に
入
り
終
戦
を
迎
え
る
。 

㈣ 

第
四
旅
団 

昭
和
十
九
年
三
月
五
日
、
北
海
道
旭

川
に
お
い
て
編
成
さ
れ
根
室
、
埼
玉
県
杉
戸
を
経
て

八
月
十
五
日
の
終
戦
を
迎
え
た
。 

こ
の
よ
う
に
満
鉄
の
守
備
に
任
じ
た
独
立
守
備
隊
は
第

十
大
隊
の
一
個
大
隊
が
最
後
ま
で
関
東
軍
の
直
轄
部
隊
と

し
て
残
っ
た
の
み
で
、
そ
の
終
焉
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
海
上
機
動
第
二
旅
団
は
誕
生
し
ま
し

た
が
、
昭
和
十
九
年
三
月
、
独
歩
第
二
十
九
大
隊
、
同
二

十
七
大
隊
、
同
三
十
大
隊
と
と
も
に
軍
令
陸
甲
第
一
〇
六

号
に
よ
り
松
尾
常
吉
陸
軍
中
佐
を
大
隊
長
と
し
て
海
上
機

動
第
二
旅
団
機
動
第
二
大
隊
が
現
地
で
編
成
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
人
員
編
成
は
独
歩
第
二
十
九
が
全
体
の
四
六
・

四
％
を
占
め
、
全
体
と
し
て
大
隊
本
部
百
三
人
、
第
一
中

隊
百
九
十
七
人
、
第
二
中
隊
百
九
十
七
人
、
第
三
中
隊
百

九
十
七
人
、
迫
撃
砲
中
隊
百
五
十
五
人
、
砲
兵
中
隊
百
二

十
一
人
、
作
業
小
隊
六
十
六
人
、
合
計
千
三
十
六
人
で
し

た
。 ま

た
装
備
に
つ
い
て
は
、
重
擲
三
十
七
、
軽
機
三
十
六
、

曲
射
砲
（
九
七
式
）、
歩
兵
砲
二
十
一
、
軽
迫
三
、
速
射
砲

二
、
山
砲
（
四
一
式
）
三
が
各
大
隊
の
装
備
で
も
あ
り
ま

し
た
。 

ほ
か
に
機
関
砲
隊
（
高
射
機
関
砲
六
）
七
十
六
人
、
戦
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車
隊
（
軽
戦
車
九
）
六
十
六
人
、
工
兵
隊
（
四
個
小
隊
、

一
器
材
分
隊
）
二
百
四
十
三
人
、
通
信
隊
（
二
個
中
隊
）

百
三
十
九
人
、
輸
送
隊
（
輸
送
中
隊
四
個
・
護
衛
中
隊
一

個
・
材
料
廠
一
個
・
特
大
艇
十
・
大
発
百
五
十
・
駆
逐
艇

十
・
Ｓ
Ｓ
艇
三
）
千
五
百
三
十
九
人
、
衛
生
隊
百
九
十
人
。 

昭
和
十
九
年
三
月
三
十
一
日
、
編
成
を
終
わ
っ
た
海
上

機
動
第
二
旅
団
は
、
四
月
三
日
に
ハ
ル
ピ
ン
出
発
、
翌
日

関
東
州
を
通
過
し
四
月
十
二
日
に
大
連
港
を
出
航
し
ま
し

た
。 こ

の
よ
う
に
旅
団
が
編
成
完
結
さ
れ
て
四
月
十
二
日
に

大
連
出
港
ま
で
の
期
間
に
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
敵

前
上
陸
の
訓
練
で
さ
え
単
に
木
材
を
筏
大
に
組
合
わ
せ
た

平
面
状
の
宙
吊
り
板
を
、
波
浪
上
の
船
底
と
み
な
し
て
降

下
す
る
と
い
う
程
度
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
す
。 

し
か
し
こ
の
編
成
上
最
大
の
課
題
は
、
輸
送
隊
の
編
成

に
あ
っ
た
の
で
す
。
輸
送
隊
長
は
編
成
命
令
を
北
支
で
受

け
、
台
湾
台
南
に
赴
任
し
て
、
在
満
か
ら
の
優
秀
部
隊
と

言
わ
れ
た
要
員
の
到
着
を
待
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
船
団

は
海
中
に
没
し
、
そ
れ
が
た
め
現
地
兵
の
召
集
に
依
存
す

る
こ
と
と
な
り
、
た
め
に
編
成
は
遅
延
し
、
よ
う
や
く
五

月
二
十
八
日
に
出
発
し
て
旅
団
を
追
及
す
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。 

そ
の
時
に
「
青
葉
山
丸
」
に
乗
船
の
旅
団
主
力
は
、
既

に
比
島
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
に
揚
陸
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
上

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
受
領
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
舟
艇
は

一
隻
す
ら
無
い
輸
送
隊
で
、
ま
た
、
そ
の
装
備
は
小
銃
百

七
十
二
挺
、
小
銃
弾
五
千
八
百
二
十
発
の
み
が
支
給
さ
れ

た
と
い
う
驚
く
べ
き
編
成
状
態
で
し
た
。 

と
も
か
く
も
、
昭
和
十
九
年
四
月
十
二
日
、
青
葉
山
丸

に
乗
船
、
大
連
を
出
航
、
二
十
八
日
台
湾
高
雄
に
入
港
、

五
月
五
日
マ
ニ
ラ
に
寄
港
し
て
五
月
八
日
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島

の
サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
に
上
陸
し
ま
し
た
。 

大
連
で
乗
船
し
た
「
青
葉
山
丸
」
は
、
一
万
余
ト
ン
の

貨
物
船
で
し
た
が
、
四
千
人
余
の
兵
士
が
乗
船
す
る
た
め

船
倉
は
数
段
に
仕
切
ら
れ
、
俗
に
い
う
蚕
棚
で
、
一
人
が

よ
う
や
く
横
に
な
れ
る
ほ
ど
の
場
所
を
確
保
で
き
る
程
度

で
し
た
。 

行
く
先
に
つ
い
て
旅
団
長
の
語
っ
た
と
こ
ろ
に
よ
り
ま
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す
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
行
き
の
命
令
が
伝
え
ら
れ
、
ま
た

輸
送
指
揮
官
に
よ
る
と
ベ
ン
ガ
ル
湾
上
の
ア
ン
ダ
マ
ン
諸

島
か
と
も
い
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
何
も
知
ら
さ
れ
な

い
兵
に
は
行
く
先
は
全
く
五
里
霧
中
で
、
ひ
た
す
ら
波
穏

や
か
な
黄
海
上
を
南
進
し
て
内
地
の
門
司
沖
に
到
着
し
ま

し
た
。 

こ
の
よ
う
に
船
団
は
一
気
に
南
下
せ
ず
に
朝
鮮
海
峡
を

通
過
し
、
大
連
を
出
港
し
て
朝
鮮
半
島
沿
い
に
南
下
し
た

同
じ
海
路
を
逆
に
北
上
し
て
中
国
の
山
東
半
島
に
最
も
近

距
離
を
青
島
半
島
方
向
に
西
進
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時

既
に
敵
の
潜
水
艦
の
攻
撃
が
激
し
く
、
欺
瞞

ぎ

ま

ん

作
戦
と
し
て

陸
地
に
沿
い
な
が
ら
の
航
行
で
あ
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
連
日
中
国
沿
い
に
南
下
し
、
天
長
節
の
四

月
二
十
九
日
に
は
台
湾
高
雄
港
に
寄
港
し
ま
し
た
。
内
地

出
港
以
来
約
二
週
間
で
、
船
底
側
面
に
群
が
る
現
地
人
の

物
売
り
ジ
ャ
ン
ク
を
初
め
て
目
に
し
た
我
々
に
は
こ
と
の

外
珍
し
い
光
景
で
し
た
。
日
本
円
が
自
由
に
流
通
す
る
台

湾
で
す
の
で
バ
ナ
ナ
な
ど
買
っ
て
頬
張
っ
た
懐
か
し
い
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
快
晴
に
恵
ま
れ
、
船
の
揺
れ
も
無
か
っ
た
の
で

す
が
船
倉
内
の
人
い
き
れ
、
猛
暑
、
油
の
臭
い
、
空
気
の

汚
れ
に
は
全
く
我
慢
が
で
き
ず
、
出
発
当
時
の
気
迫
も
次

第
に
落
ち
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
一
週
間
に
し
て
比
島
マ

ニ
ラ
沖
に
仮
泊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
五
月
六
日
、
マ
ニ
ラ
か
ら
ダ
バ
オ
に
向
い
ま
し

た
。
全
員
が
甲
板
上
に
あ
が
っ
て
海
上
警
戒
に
全
神
経
を

注
ぐ
な
か
、
夕
刻
一
大
喚
声
が
上
が
り
、
敵
潜
水
艦
の
放

っ
た
一
条
の
雷
跡
が
見
え
る
。
し
か
し
、
危
険
海
域
の
中
、

船
舶
は
い
ち
早
く
反
応
し
て
船
首
を
右
舷
に
か
わ
し
ま
し

た
。「
面
舵
い
っ
ぱ
い
」
と
船
長
の
声
が
聞
え
る
。
や
が
て

明
け
方
西
方
の
大
空
の
黒
雲
の
影
に
月
が
隠
れ
た
一
瞬
、

「
グ
ワ
ー
ン
」
と
敵
の
魚
雷
が
左
舷
船
腹
に
命
中
、
貫
通

し
て
対
岸
で
轟
音
と
と
も
に
炸
裂
し
ま
し
た
。 

甲
板
上
は
た
ち
ま
ち
大
動
揺
の
中
、
激
し
く
流
入
す
る

海
水
に
よ
り
船
は
前
方
に
傾
斜
す
る
。
よ
う
や
く
平
衡
を

得
た
「
青
葉
山
丸
」
は
微
速
度
で
の
航
海
を
続
け
、
翌
八

日
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
港
に
入
港
揚
陸
し
ま
し

た
。 
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前
日
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
た
地
点
は
東
経
一
二
二
度
、

北
緯
八
度
付
近
で
、
死
没
者
約
五
人
を
出
し
た
と
い
い
い

ま
す
が
、
ほ
か
に
戦
車
、
水
陸
両
用
自
動
車
、
山
砲
、
弾

薬
の
す
べ
て
を
喪
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
で
は
同
地
付
近
の
警
備
に
つ
い
て
い
ま

し
た
が
、
六
月
四
日
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
北
端
の
ビ
ア
ク
作

戦
に
参
加
の
た
め
軍
艦
「
巌
島
」
に
て
ビ
ア
ク
島
に
向
い

ま
し
た
。
し
か
し
戦
況
不
利
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ソ

ロ
ン
に
上
陸
、
同
地
の
警
備
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ア

ク
島
逆
上
陸
の
軍
電
令
は
、
五
月
二
十
九
日
急
遽
ザ
ン
ボ

ア
ン
ガ
に
集
結
を
命
ぜ
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
電
令
で
し
た
。 

「
連
合
艦
隊
。
電
令 

作
第
一
〇
二
号 

昭
和
十
九
年

五
月
二
十
九
日 

二
三 

四
二
号
発
電 

連
合
艦
隊
ハ
一

部
兵
力
ヲ
以
テ
在
「
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
」
海
上
機
動
第
二

旅
団
ヲ
急
速
「
ビ
ア
ク
島
」
ニ
輸
送
シ 

同
島
ノ
確
保

ヲ
期
セ
ン
ト
ス 

本
作
戦
ノ
実
施
ニ
依
リ 

敵
機
動

部
隊
ヲ
誘
出
シ
「
ア
号
」
作
戦
ノ
端
緒
ノ
啓
開
ヲ
企
図

ス 

本
作
戦
ヲ
渾
作
戦
ト
呼
称
シ 

同
部
隊
ヲ
渾
部

隊
ト
呼
称
ス
」 

こ
れ
に
よ
り
旅
団
は
主
力
戦
闘
部
隊
二
個
大
隊
二
千
五

百
人
が
先
発
し
、
残
余
は
後
日
遅
れ
て
出
発
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
旅
団
主
力
は
五
月
三
十
一
日
、
重
巡
洋
艦

「
青
葉
」
を
旗
艦
と
し
軽
巡
洋
艦
「
鬼
怒
」
等
を
も
っ
て

夜
間
二
十
時
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
を
出
発
し
、
同
六
月
一
日
朝

ダ
バ
オ
に
到
着
し
ま
し
た
。 

我
が
第
二
大
隊
は
六
月
四
日
「
巌
島
」
に
乗
船
、
ザ
ン

ボ
ア
ン
ガ
を
出
発
し
旅
団
の
主
力
を
追
及
し
ま
し
た
。
し

か
し
そ
の
後
こ
の
「
渾
作
戦
」
は
中
止
と
な
り
、
六
月
七

日
夜
、
ソ
ロ
ン
に
揚
陸
と
な
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
揚
陸
作
業
は
豪
雨
の
中
、
全
身
ズ
ブ
濡
れ
の
中
で

続
け
ら
れ
、
雨
の
止
ん
だ
翌
朝
、
衣
服
を
乾
燥
さ
せ
る
大

乾
燥
場
が
に
わ
か
に
形
成
さ
れ
ま
し
た
。 

当
時
の
ソ
ロ
ン
地
区
に
は
第
三
十
五
師
団
司
令
部
及
び

隷
下
各
部
隊
、
野
戦
高
射
砲
隊
、
飛
行
場
設
定
隊
そ
の
他

多
数
の
兵
員
が
駐
屯
し
て
お
り
、
翌
日
か
ら
は
日
中
必
ず

一
度
は
連
合
軍
飛
行
機
に
よ
る
機
銃
掃
射
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
友
軍
機
は
全
く
姿
を
見
せ
ず
、
六
月
二
十

二
日
、
部
隊
は
二
週
間
に
及
ぶ
ソ
ロ
ン
地
区
警
備
を
離
れ
、
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す
と
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
行
き
の
命
令
が
伝
え
ら
れ
、
ま
た

輸
送
指
揮
官
に
よ
る
と
ベ
ン
ガ
ル
湾
上
の
ア
ン
ダ
マ
ン
諸

島
か
と
も
い
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
何
も
知
ら
さ
れ
な

い
兵
に
は
行
く
先
は
全
く
五
里
霧
中
で
、
ひ
た
す
ら
波
穏

や
か
な
黄
海
上
を
南
進
し
て
内
地
の
門
司
沖
に
到
着
し
ま

し
た
。 

こ
の
よ
う
に
船
団
は
一
気
に
南
下
せ
ず
に
朝
鮮
海
峡
を

通
過
し
、
大
連
を
出
港
し
て
朝
鮮
半
島
沿
い
に
南
下
し
た

同
じ
海
路
を
逆
に
北
上
し
て
中
国
の
山
東
半
島
に
最
も
近

距
離
を
青
島
半
島
方
向
に
西
進
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
当
時

既
に
敵
の
潜
水
艦
の
攻
撃
が
激
し
く
、
欺
瞞

ぎ

ま

ん

作
戦
と
し
て

陸
地
に
沿
い
な
が
ら
の
航
行
で
あ
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
連
日
中
国
沿
い
に
南
下
し
、
天
長
節
の
四

月
二
十
九
日
に
は
台
湾
高
雄
港
に
寄
港
し
ま
し
た
。
内
地

出
港
以
来
約
二
週
間
で
、
船
底
側
面
に
群
が
る
現
地
人
の

物
売
り
ジ
ャ
ン
ク
を
初
め
て
目
に
し
た
我
々
に
は
こ
と
の

外
珍
し
い
光
景
で
し
た
。
日
本
円
が
自
由
に
流
通
す
る
台

湾
で
す
の
で
バ
ナ
ナ
な
ど
買
っ
て
頬
張
っ
た
懐
か
し
い
思

い
出
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
快
晴
に
恵
ま
れ
、
船
の
揺
れ
も
無
か
っ
た
の
で

す
が
船
倉
内
の
人
い
き
れ
、
猛
暑
、
油
の
臭
い
、
空
気
の

汚
れ
に
は
全
く
我
慢
が
で
き
ず
、
出
発
当
時
の
気
迫
も
次

第
に
落
ち
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
一
週
間
に
し
て
比
島
マ

ニ
ラ
沖
に
仮
泊
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
五
月
六
日
、
マ
ニ
ラ
か
ら
ダ
バ
オ
に
向
い
ま
し

た
。
全
員
が
甲
板
上
に
あ
が
っ
て
海
上
警
戒
に
全
神
経
を

注
ぐ
な
か
、
夕
刻
一
大
喚
声
が
上
が
り
、
敵
潜
水
艦
の
放

っ
た
一
条
の
雷
跡
が
見
え
る
。
し
か
し
、
危
険
海
域
の
中
、

船
舶
は
い
ち
早
く
反
応
し
て
船
首
を
右
舷
に
か
わ
し
ま
し

た
。「
面
舵
い
っ
ぱ
い
」
と
船
長
の
声
が
聞
え
る
。
や
が
て

明
け
方
西
方
の
大
空
の
黒
雲
の
影
に
月
が
隠
れ
た
一
瞬
、

「
グ
ワ
ー
ン
」
と
敵
の
魚
雷
が
左
舷
船
腹
に
命
中
、
貫
通

し
て
対
岸
で
轟
音
と
と
も
に
炸
裂
し
ま
し
た
。 

甲
板
上
は
た
ち
ま
ち
大
動
揺
の
中
、
激
し
く
流
入
す
る

海
水
に
よ
り
船
は
前
方
に
傾
斜
す
る
。
よ
う
や
く
平
衡
を

得
た
「
青
葉
山
丸
」
は
微
速
度
で
の
航
海
を
続
け
、
翌
八

日
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
港
に
入
港
揚
陸
し
ま
し

た
。 
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前
日
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
た
地
点
は
東
経
一
二
二
度
、

北
緯
八
度
付
近
で
、
死
没
者
約
五
人
を
出
し
た
と
い
い
い

ま
す
が
、
ほ
か
に
戦
車
、
水
陸
両
用
自
動
車
、
山
砲
、
弾

薬
の
す
べ
て
を
喪
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

サ
ン
ボ
ア
ン
ガ
で
は
同
地
付
近
の
警
備
に
つ
い
て
い
ま

し
た
が
、
六
月
四
日
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
北
端
の
ビ
ア
ク
作

戦
に
参
加
の
た
め
軍
艦
「
巌
島
」
に
て
ビ
ア
ク
島
に
向
い

ま
し
た
。
し
か
し
戦
況
不
利
に
よ
り
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
ソ

ロ
ン
に
上
陸
、
同
地
の
警
備
に
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ア

ク
島
逆
上
陸
の
軍
電
令
は
、
五
月
二
十
九
日
急
遽
ザ
ン
ボ

ア
ン
ガ
に
集
結
を
命
ぜ
ら
れ
、
次
の
よ
う
な
電
令
で
し
た
。 

「
連
合
艦
隊
。
電
令 

作
第
一
〇
二
号 

昭
和
十
九
年

五
月
二
十
九
日 

二
三 

四
二
号
発
電 

連
合
艦
隊
ハ
一

部
兵
力
ヲ
以
テ
在
「
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
」
海
上
機
動
第
二

旅
団
ヲ
急
速
「
ビ
ア
ク
島
」
ニ
輸
送
シ 

同
島
ノ
確
保

ヲ
期
セ
ン
ト
ス 

本
作
戦
ノ
実
施
ニ
依
リ 

敵
機
動

部
隊
ヲ
誘
出
シ
「
ア
号
」
作
戦
ノ
端
緒
ノ
啓
開
ヲ
企
図

ス 

本
作
戦
ヲ
渾
作
戦
ト
呼
称
シ 

同
部
隊
ヲ
渾
部

隊
ト
呼
称
ス
」 

こ
れ
に
よ
り
旅
団
は
主
力
戦
闘
部
隊
二
個
大
隊
二
千
五

百
人
が
先
発
し
、
残
余
は
後
日
遅
れ
て
出
発
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
旅
団
主
力
は
五
月
三
十
一
日
、
重
巡
洋
艦

「
青
葉
」
を
旗
艦
と
し
軽
巡
洋
艦
「
鬼
怒
」
等
を
も
っ
て

夜
間
二
十
時
ザ
ン
ボ
ア
ン
ガ
を
出
発
し
、
同
六
月
一
日
朝

ダ
バ
オ
に
到
着
し
ま
し
た
。 

我
が
第
二
大
隊
は
六
月
四
日
「
巌
島
」
に
乗
船
、
ザ
ン

ボ
ア
ン
ガ
を
出
発
し
旅
団
の
主
力
を
追
及
し
ま
し
た
。
し

か
し
そ
の
後
こ
の
「
渾
作
戦
」
は
中
止
と
な
り
、
六
月
七

日
夜
、
ソ
ロ
ン
に
揚
陸
と
な
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
揚
陸
作
業
は
豪
雨
の
中
、
全
身
ズ
ブ
濡
れ
の
中
で

続
け
ら
れ
、
雨
の
止
ん
だ
翌
朝
、
衣
服
を
乾
燥
さ
せ
る
大

乾
燥
場
が
に
わ
か
に
形
成
さ
れ
ま
し
た
。 

当
時
の
ソ
ロ
ン
地
区
に
は
第
三
十
五
師
団
司
令
部
及
び

隷
下
各
部
隊
、
野
戦
高
射
砲
隊
、
飛
行
場
設
定
隊
そ
の
他

多
数
の
兵
員
が
駐
屯
し
て
お
り
、
翌
日
か
ら
は
日
中
必
ず

一
度
は
連
合
軍
飛
行
機
に
よ
る
機
銃
掃
射
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
友
軍
機
は
全
く
姿
を
見
せ
ず
、
六
月
二
十

二
日
、
部
隊
は
二
週
間
に
及
ぶ
ソ
ロ
ン
地
区
警
備
を
離
れ
、
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対
岸
の
無
人
島
「
サ
ラ
ワ
テ
ィ
島
」
へ
配
備
変
更
と
な
り

ま
し
た
。 

こ
の
サ
ワ
ラ
テ
ィ
島
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
や
ソ
ロ
ン
地
区
と

は
異
な
り
、
魔
の
大
密
林
の
島
で
、
パ
プ
ア
の
言
葉
で｢

死

の
島｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
海
岸
に
は
木
造
の
桟
橋
跡
が

あ
っ
て
か
つ
て
の
南
洋
興
発
㈱
の
出
先
機
関
の
跡
地
で
も

あ
り
ま
し
た
。 

大
隊
は
こ
の
跡
に
駐
屯
す
る
こ
と
と
な
り
、
簡
単
な
高

架
式
木
造
住
居
部
隊
長
が
入
居
し
ま
し
た
。
特
に
辛
菜
の

群
生
が
あ
り
、
新
鮮
な
野
菜
に
飢
え
て
い
た
我
々
は
歓
声

を
上
げ
て
喜
ん
だ
の
で
す
が
、
し
か
し
こ
れ
も
大
部
隊
に

と
っ
て
は
数
日
で
食
べ
尽
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

旅
団
で
は
第
一
大
隊
を
ワ
イ
ゲ
オ
島
の
守
備
に
移
駐
、

一
部
は
ソ
ロ
ン
本
島
の
マ
ビ
の
警
備
に
当
て
た
ほ
か
、
司

令
部
以
下
は
こ
の
サ
ラ
ワ
テ
ィ
島
の
防
衛
任
務
に
就
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
渾
作
戦
で
ビ
ア
ク
島
に
上
陸
を
敢

行
し
た
な
ら
ば
完
全
に
玉
砕
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と

玉
田
旅
団
長
も
語
っ
て
お
ら
れ
た
が
、
そ
の
玉
砕
を
避
け

た
こ
の
死
の
島
で
の
生
活
は
、
と
り
わ
け
生
死
を
分
け
た

悲
惨
極
ま
り
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
サ
ラ
ワ
テ
ィ
島
へ
上
陸
当
時
は
、
各
人
の
携
帯
天

幕
を
合
せ
て
宿
舎
と
し
ま
し
た
が
、
猛
烈
な
連
日
の
ス
コ

ー
ル
に
は
抗
す
べ
く
も
な
く
、
や
が
て
直
上
す
る
小
木
を

組
み
上
げ
小
屋
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。
一
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
高
く
床
を
組
み
地
上
か
ら
の
害
虫
を
避
け
、
ま
た
マ
ラ

リ
ア
蚊
を
防
ぐ
た
め
就
寝
時
は
防
蚊
網
を
か
ぶ
っ
た
の
で

す
。 上

陸
当
時
、
旅
団
は
ど
れ
ほ
ど
食
糧
を
揚
陸
し
た
の
か

不
明
で
し
た
が
、
当
初
は
米
と
乾
燥
野
菜
、
粉
味
噌
な
ど

の
配
給
が
あ
り
ま
し
た
。
肉
の
缶
詰
も
汁
の
中
を
泳
ぐ
よ

う
な
も
の
に
な
っ
た
程
度
で
、
食
事
に
対
す
る
不
安
が
最

大
の
関
心
事
と
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
九
年
六
月
二
十
二
日
、
サ
マ
テ
に
上
陸
し
た
直

後
、
大
隊
本
部
員
ら
二
人
は
六
月
二
十
七
日
に
早
く
も
マ

ラ
リ
ア
罹
患
第
一
号
と
な
り
、
同
年
六
月
以
降
十
二
月
ま

で
に
死
亡
し
た
兵
員
の
数
は
四
百
七
十
人
に
達
し
、
大
隊

の
四
六
％
強
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

気
象
は
日
本
の
よ
う
に
四
季
は
無
く
、
雨
季
、
乾
季
共

 

407 

に
長
く
、
一
日
の
気
温
は
最
低
二
一
度
な
い
し
二
二
度
、

最
高
二
七
度
な
い
し
三
〇
度
、
居
住
は
、
前
記
の
よ
う
に

上
陸
当
初
は
各
自
の
携
帯
天
幕
な
ど
を
使
用
し
ま
し
た
が
、

逐
次
丸
太
を
結
束
し
た
掘
建
小
屋
と
し
、
床
は
細
丸
太
に

樹
葉
を
敷
き
約
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
床
上
と
し
ま
し
た
。 

飲
用
水
は
淡
水
井
水
を
利
用
し
ま
し
た
が
、
給
養
は
常

に
円
滑
を
欠
き
、
主
、
副
食
は
質
量
共
に
漸
減
、
低
下
し
、

や
が
て
農
耕
、
漁
労
、
狩
猟
、
澱
粉
採
取
等
を
し
て
こ
れ

を
補
う
よ
う
な
有
様
で
し
た
。 

マ
ラ
リ
ア
は
サ
ラ
ワ
テ
ィ
上
陸
後
八
、
九
、
十
月
の
三

カ
月
は
他
の
疾
患
に
比
し
圧
倒
的
に
多
数
の
発
生
を
見
ま

し
た
。
熱
帯
熱
が
最
も
多
く
、
三
日
熱
混
合
型
な
ど
で
昭

和
十
九
年
に
は
発
生
患
者
数
千
八
十
五
（
内
死
亡
八
十
一
）
、

二
十
年
に
は
二
千
五
百
七
十
（
内
百
二
十
三
）
と
な
っ
て

い
て
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
死
亡
は
体
力
の
劣
え
も
あ
り
ま
し

た
が
恐
ろ
し
い
も
の
で
し
た
。 

ま
た
脚
気
が
あ
り
ま
す
。
脚
気
患
者
の
症
状
は
浮
腫
型

を
主
と
し
、
衝
心
型
、
神
経
型
な
ど
が
あ
り
、
単
独
に
神

経
症
状
の
み
を
示
す
患
者
は
ほ
と
ん
ど
無
く
、
軽
度
の
浮

腫
を
伴
う
の
が
通
例
で
し
た
。
そ
の
症
状
は
微
熱
、
便
秘
、

下
肢
倦
怠
、
浮
腫
、
腹
部
膨
満
感
、
腱
反
射
減
退
ま
た
は

消
失
で
、
顔
面
浮
腫
は
時
に
よ
り
最
初
よ
り
来
る
も
の
あ

り
、
治
療
に
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
欠
乏
が
主
因
で
す
が
、
こ

れ
ら
の
補
給
や
入
手
は
思
う
よ
う
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
浮
腫
も
高
度
の
栄
養
の
不
足
、
過
度
の
筋
肉
労
働
、

多
湿
、
採
光
不
充
分
等
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
そ
の
病

状
は
徐
々
に
発
病
し
、
顔
面
（
特
に
眼
瞼
）
や
下
肢
大
腿
、

腹
部
、
胸
部
、
上
肢
、
頸
部
の
順
に
多
く
、
通
常
一
～
二

週
間
に
て
軽
病
者
は
治
癒
し
ま
す
が
、
重
症
者
は
六
カ
月

の
長
き
に
及
ぶ
者
が
あ
り
、
死
亡
率
は
五
五
・
六
％
、
再

発
率
も
八
～
九
％
に
達
し
て
い
ま
し
た
。 

最
も
多
く
流
行
し
た
皮
膚
病
は
湿
疹
庇
疹
で
特
に
昭
和

二
十
年
五
月
ご
ろ
よ
り
い
わ
ゆ
る
「
カ
イ
カ
イ
」
と
称
す

る
病
性
の
発
生
が
多
か
っ
た
の
で
す
。 

総
じ
て
魔
の
密
林
の
島
と
い
わ
れ
る
だ
け
あ
っ
て
、
前

記
の
ご
と
き
病
症
が
多
く
発
生
し
、
報
告
書
に
よ
り
ま
す

と
、
昭
和
十
九
年
五
月
か
ら
翌
年
十
二
月
に
至
る
間
に
発

生
し
た
患
者
数
は
、
マ
ラ
リ
ア
二
千
三
百
三
十
四
人
、
脚
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対
岸
の
無
人
島
「
サ
ラ
ワ
テ
ィ
島
」
へ
配
備
変
更
と
な
り

ま
し
た
。 

こ
の
サ
ワ
ラ
テ
ィ
島
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
や
ソ
ロ
ン
地
区
と
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異
な
り
、
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大
密
林
の
島
で
、
パ
プ
ア
の
言
葉
で｢

死

の
島｣

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
海
岸
に
は
木
造
の
桟
橋
跡
が

あ
っ
て
か
つ
て
の
南
洋
興
発
㈱
の
出
先
機
関
の
跡
地
で
も

あ
り
ま
し
た
。 

大
隊
は
こ
の
跡
に
駐
屯
す
る
こ
と
と
な
り
、
簡
単
な
高

架
式
木
造
住
居
部
隊
長
が
入
居
し
ま
し
た
。
特
に
辛
菜
の

群
生
が
あ
り
、
新
鮮
な
野
菜
に
飢
え
て
い
た
我
々
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歓
声
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上
げ
て
喜
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だ
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が
、
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か
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こ
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大
部
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と
っ
て
は
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食
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。 
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一
大
隊
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ワ
イ
ゲ
オ
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の
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駐
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ビ
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当
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、
司

令
部
以
下
は
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の
サ
ラ
ワ
テ
ィ
島
の
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衛
任
務
に
就
く
こ
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な
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た
の
で
す
。
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で
ビ
ア
ク
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陸
を
敢
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な
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田
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長
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が
、
そ
の
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を
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た
こ
の
死
の
島
で
の
生
活
は
、
と
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を
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け
た
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ま
り
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
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ワ
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携
帯
天
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、
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烈
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コ

ー
ル
に
は
抗
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べ
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な
く
、
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が
て
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る
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を

組
み
上
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小
屋
づ
く
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行
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ま
し
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。
一
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
高
く
床
を
組
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上
か
ら
の
害
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を
避
け
、
ま
た
マ
ラ

リ
ア
蚊
を
防
ぐ
た
め
就
寝
時
は
防
蚊
網
を
か
ぶ
っ
た
の
で

す
。 上

陸
当
時
、
旅
団
は
ど
れ
ほ
ど
食
糧
を
揚
陸
し
た
の
か

不
明
で
し
た
が
、
当
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乾
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菜
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な
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の
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給
が
あ
り
ま
し
た
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汁
の
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よ

う
な
も
の
に
な
っ
た
程
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で
、
食
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対
す
る
不
安
が
最

大
の
関
心
事
と
な
り
ま
し
た
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昭
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九
年
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月
二
十
二
日
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マ
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に
上
陸
し
た
直

後
、
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隊
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も
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り
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達
し
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％
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て
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ま
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気
九
百
四
十
八
人
、
胸
膜
炎
三
百
七
十
人
、
急
性
腸
炎
二

百
二
人
と
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
著
し
く
発
生
し
た
病
気

で
あ
っ
た
の
で
す
。 

前
述
の
よ
う
に
連
合
軍
の
西
進
作
戦
の
進
展
に
よ
り
、

昭
和
十
九
年
九
月
に
は
ビ
ア
ク
島
に
上
陸
さ
れ
、
こ
の
島

へ
の
逆
上
陸
作
戦
で
あ
っ
た
「
渾
作
戦
」
も
そ
の
勢
力
の

大
差
に
よ
っ
て
中
止
と
な
り
、
ソ
ロ
ン
地
区
に
上
陸
し
ま

し
た
が
配
備
変
更
と
な
り
、「
死
の
島
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

「
サ
ラ
ワ
テ
ィ
島
」
に
上
陸
し
、
戦
闘
と
病
魔
と
の
戦
に

明
け
暮
れ
て
い
た
状
態
で
し
た
。 

以
下
、
終
戦
に
至
る
海
上
機
動
旅
団
第
二
大
隊
の
経
歴

は
次
の
通
り
で
し
た
。 

昭
和
十
九
年
十
月
十
日 

第
三
十
五
師
団
で
行
わ
れ
る

北
岸
作
戦
に
参
加
の
た
め
第
二
中
隊
は
ソ
ロ
ン
に
前

進 

昭
和
二
十
年
一
月
十
六
日 

北
西
作
戦
参
加
の
た
め
大

隊
長
以
下
七
十
人
ソ
ロ
ン
に
前
進
。
第
一
、
第
三
中

隊
、
迫
撃
砲
中
隊
、
作
業
小
隊
は
サ
マ
テ
残
置 

同
年
二
月
二
十
一
日 

第
二
中
隊
長
以
下
七
人
、
サ
ン

サ
ポ
ー
ル
の
戦
闘
に
お
い
て
戦
死 

同
年
三
月
五
日 

大
隊
主
力
、
マ
ビ
に
着 

同
年
四
月
二
十
一
日 

サ
ン
サ
ポ
ー
ル
着 

同
年
六
月
十
日 

北
岸
作
戦
終
了 

同
年
六
月
二
十
三
日 

第
二
中
隊
は
ソ
ロ
ン
に
残
置
し

て
大
隊
長
以
下
の
参
加
兵
員
は
ザ
マ
テ
に
帰
着 

同
年
七
月
上
旬 

大
隊
（
第
二
中
隊
を
除
く
）
は
、
サ

ラ
ワ
テ
ィ
島
南
端
中
央
付
近
に
あ
る
ソ
ロ
ー
ル
に
移

駐
（
自
活
の
た
め
） 

同
年
八
月
二
十
五
日 

作
戦
任
務
解
除
、
同
地
に
お
い

て
終
戦
業
務
及
び
自
活 

そ
し
て
終
戦
後
の
翌
年
、
終
戦
以
来
既
に
二
百
四
十
余

日
を
経
た
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
日 

今
日
か
明
日
か

と
帰
還
船
の
到
着
を
待
ち
わ
び
て
い
た
部
隊
に
突
如
、
蘭

軍
基
地
ホ
ー
ラ
ン
ジ
ヤ
へ
の
使
役
要
員
派
遣
の
命
が
下
り

ま
し
た
。 

そ
の
基
地
は
連
合
軍
の
飛
石
作
戦
に
よ
り
、
昭
和
十
九

年
六
月
二
十
二
日
既
に
逆
上
陸
さ
れ
、
我
が
第
三
十
六
師

団
が
敗
退
し
た
地
区
で
、
ソ
ロ
ン
地
区
か
ら
距
離
に
し
て
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約
千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
東
方
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
太

平
洋
側
中
央
部
で
し
た
。 

選
別
さ
れ
た
我
々
三
十
九
人
は
作
業
要
員
と
し
て
四
月

二
十
一
日
ソ
ロ
ン
を
出
航
、
四
月
二
十
四
日
ホ
ー
ラ
ン
ジ

ヤ
に
到
着
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ラ
ン
ジ
ヤ
は
連
合
軍
の
一
大

兵
站
基
地
で
山
積
さ
れ
た
物
資
に
度
肝
を
抜
か
れ
、
蘭
軍

の
監
視
の
下
で
各
作
業
に
従
事
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

サ
ラ
ワ
テ
ィ
島
の
昼
な
お
暗
く
、
飲
料
水
の
な
い
地
帯

と
は
全
く
変
っ
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
か
く
し
て
僅
か
一
カ
月
半
し
た
六
月
八
日
、
帰
還
船

リ
バ
テ
ィ
号
が
や
っ
て
き
て
喜
び
の
帰
国
の
日
が
来
ま
し

た
。 広

場
に
並
列
し
、
一
切
の
持
ち
物
の
検
査
が
行
わ
れ
て

乗
船
し
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ラ
ン
ジ
ャ
へ
行
っ
た
私
た
ち
作

業
隊
は
本
隊
よ
り
一
カ
月
ぐ
ら
い
遅
れ
て
の
復
員
と
な
り
、

和
歌
山
県
田
辺
港
に
上
陸
し
ま
し
た
。 

六
月
十
九
日
の
こ
と
で
し
た
。 
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気
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四
月
二
十
一
日 

サ
ン
サ
ポ
ー
ル
着 

同
年
六
月
十
日 

北
岸
作
戦
終
了 

同
年
六
月
二
十
三
日 

第
二
中
隊
は
ソ
ロ
ン
に
残
置
し

て
大
隊
長
以
下
の
参
加
兵
員
は
ザ
マ
テ
に
帰
着 

同
年
七
月
上
旬 

大
隊
（
第
二
中
隊
を
除
く
）
は
、
サ

ラ
ワ
テ
ィ
島
南
端
中
央
付
近
に
あ
る
ソ
ロ
ー
ル
に
移

駐
（
自
活
の
た
め
） 

同
年
八
月
二
十
五
日 

作
戦
任
務
解
除
、
同
地
に
お
い

て
終
戦
業
務
及
び
自
活 

そ
し
て
終
戦
後
の
翌
年
、
終
戦
以
来
既
に
二
百
四
十
余

日
を
経
た
昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
日 

今
日
か
明
日
か

と
帰
還
船
の
到
着
を
待
ち
わ
び
て
い
た
部
隊
に
突
如
、
蘭

軍
基
地
ホ
ー
ラ
ン
ジ
ヤ
へ
の
使
役
要
員
派
遣
の
命
が
下
り

ま
し
た
。 

そ
の
基
地
は
連
合
軍
の
飛
石
作
戦
に
よ
り
、
昭
和
十
九

年
六
月
二
十
二
日
既
に
逆
上
陸
さ
れ
、
我
が
第
三
十
六
師

団
が
敗
退
し
た
地
区
で
、
ソ
ロ
ン
地
区
か
ら
距
離
に
し
て
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約
千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
東
方
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
本
島
太

平
洋
側
中
央
部
で
し
た
。 

選
別
さ
れ
た
我
々
三
十
九
人
は
作
業
要
員
と
し
て
四
月

二
十
一
日
ソ
ロ
ン
を
出
航
、
四
月
二
十
四
日
ホ
ー
ラ
ン
ジ

ヤ
に
到
着
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ラ
ン
ジ
ヤ
は
連
合
軍
の
一
大

兵
站
基
地
で
山
積
さ
れ
た
物
資
に
度
肝
を
抜
か
れ
、
蘭
軍

の
監
視
の
下
で
各
作
業
に
従
事
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

サ
ラ
ワ
テ
ィ
島
の
昼
な
お
暗
く
、
飲
料
水
の
な
い
地
帯

と
は
全
く
変
っ
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

す
。
か
く
し
て
僅
か
一
カ
月
半
し
た
六
月
八
日
、
帰
還
船

リ
バ
テ
ィ
号
が
や
っ
て
き
て
喜
び
の
帰
国
の
日
が
来
ま
し

た
。 広

場
に
並
列
し
、
一
切
の
持
ち
物
の
検
査
が
行
わ
れ
て

乗
船
し
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ラ
ン
ジ
ャ
へ
行
っ
た
私
た
ち
作

業
隊
は
本
隊
よ
り
一
カ
月
ぐ
ら
い
遅
れ
て
の
復
員
と
な
り
、

和
歌
山
県
田
辺
港
に
上
陸
し
ま
し
た
。 

六
月
十
九
日
の
こ
と
で
し
た
。 

 




